
轟H]-I)

石

油

地

質

撃

概

要

(
十

1
)

班
撃
士

丸

村

1

蔵

相

カ

ル
パ

･b

ヤ
油

田

(警

紀
府
中
の
納
E
つ
-

)

位
置

､
泊
等
及
産
額

歓
羅
巴
の
東
南
部
に
S
字
状
に
横
に
カ
ル
パ

,>
ヤ

C
alP
ath
ian

大
山
脈
を
構
鹿
す
る

地
層
中
に
は
石
油
を
合
意
す
る
も
の
頗
る
多
-
､
山
脈
の
北
部
に
は
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ

C
ZeCh
ostovakia

及
び
‥

ポ
ー
ラ
ン
ド
P

o
lan
d
(
肇
ガ
リ
シ
ャ

G
alicia
)
の
再
開
に
騰
-
'
叉
南
部
に
は
ル

ヤ
ニ
ヤ

R
u
m
an
ia

に
多
数
の

油
田
が
凝
達
し
て
屠
る
.
是
等
､
該
山
脈
中
の
油
川
を
カ
ル
パ

シ
ャ
油
田
ビ
碓
挿
し
て
居
る
.
北
部
の
ポ
ー
ーフ
ン
ド

地
方
ビ
南
部
の
ル
ヤ
ニ
ヤ
地
方
ど
の
中
11円
に
横
は
る
ル
ヤ
ニ
ヤ
問
の
モ
ル
グ
F'ij
ヤ

M

oldai
ia
地
方
に
は
石
的
兆
侯

地
多
き
も
未

だ油
田勺
の
教
連
を
見
て
居
な
い
｡

カ
ル
パ
シ
ャ
油
m
は
､
手
掘
法
に
由
-
小
規
模
な
が
ら
欄
々
組
織
的
に
石
油
の
殊
掘
に
従
事
し
た
る
鮎
に
於
て
は

ア
メ
リ
カ
よ
rE
,も
早
-
'
正
確
な
る
産
油
記
錬
の
如
き
も
ル
マ
エ
ヤ
は
ア
メ

リ
カ
に
先
立
つ
こ
三

l年
'

1
八
五
七

年
以
衆
の
も
の
が
塊
こ
さ
れ
て
居
る
｡
飽
か
れ
維
鼻
の
凝
展
は
十
九
世
紀
の
蒸
発
以
後
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

1
九

石
的
地
質
単
相
賓

望

六

三



地

球

第

八

各

節

1
班

志

六

川

〇
八
年
.

ル

三

一
ヤ
は

一
九

二
二
年
に
産
楯
の
償
鮎
に
達
し

､
前
者
は

l
四
'
九
三
三
〇
､

0
0
0
喝
､
後
者
は

1

三
､
五
五
五

〇
〇
〇
帽
に
接
し
た
.
ル

マ
ニ
ア
湘
凹
は
歓
洲
大
我
の
際
､
破
壊
の
厄
に
過
ひ

一
時
産
軸
の
激
減
を
見

簡 o'L-Fほ しDs
因 循 分･田油 ヤ シ ^. JL,カ

た
る
も
.
戦
後
大
に
阿
俊
し
戦
前
の
産
額
を
凌

蘭
せ
ん
官
し
て
巌
ろ
.

一
九
二
四
年
に
於
け
る

慶
祝
は
γ
や
こ
ア
､

1
三
七
三
〇
三
p
O
O
O

喝
p
ホ
-
ラ
ン
ド
.
五
､
六
五
牢
､
0
0
0
曙

で
あ
る
｡
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
の
産
油
は
敢
近

数
年
衆
の
こ
E
に
し
て

1
九
二
四
年
の
産
額
は

七
五
'
0
0
0
曙
に
過
ぎ
な
い
O
次
に
最
初
よ

-
の
線
度
街
は
ル

マ
ニ
ア
'
二
〇
七
'
八
四
二
七

〇
〇
〇
唱

二

八
五
七

I
l九
二
四
年
)
ポ
ー

ラ
ン
ド
､

一
九
〇
､
六
三
三
p

O
O
O
喝

(
1

八
七
四

-
1
九
二
四
年
)
で
あ
る
｡

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
曲
別
は
首
府

レ
ム
べ

〝
ク

L
em
b
elg
の
西
方
及
び
商
兼
の
間
に
督

ち
五

〇1
1
0
0
哩
を
距
つ
る
地
域
に
饗
展
し
ポ
リ
ス
ロ
ク
ー
タ
ス
ク
ノ
ダ
イ
ス
B
orys
t
.

W
･T
ustan.wi
ce･
ビ
ト

カ
タ

B
itk
ow

油
田
を
初
め
だ
し
二
十
除
個
の
産
油
油
田
が
在
る
.
油
質
は
凡
て
.'1
lフ
ヒ
ン
原
に
し
て
ボ
ー
メ
は
三



〇
度
乃
至
四
五
度
な
れ
錐
､
大
部
分
は
三

〇
-
三
二
庶
政
の
-
の
で
あ
る
0

M

o
r
e
n
i

ク
ム
ピ
ナ

C
u
m
p
in
aTブ
ス
テ
ナ

リ
ー
.B
u
st
enali
が
ま

イ

B
oico叫
等
の
主
要
抽
聖

を
め
地
政
ヶ

所
の
小
油
田
が
あ
る
｡
地
質
は
凡
て
言

ヒ
ン
系
七
属

し
､
ポ
ー
メ
は
最
低
二
三
度
､
最
高
五
四
度
に
し
て
種
類
多

き
も
P
最
も
多
畳
を
占
む
る
も
の
は
三

〇
･主
孟

皮
濃
度
の
も
の
で
あ
る
.

地
質
及
鍍
床

便
宜
上
.
ポ
ー
ラ
ン
ド

､
ル

三

ヤ
を
置
別
し
て
説
明
す
る
｡

ル

呼

ニ

ヤ

油

田

ル

ヤ
ニ
ヤ
に
於
け
る
石
油
は
現
在
に
で
も
凡

て
琴

二
紀
暦
中
よ
り
崖
出
し
て
居
る
｡
白
菜
配

暦
よ
ゎ
は
骨
て
極
少
畳
を
塵
出
し
た
こ
だ
が
あ

る
に
過
ぎ
な
い
｡
左
に
産
油
第
三
紀
層
の
暦
序

を
表
示
す
る
｡

着
の
内
政
も
多
畳
に
石
油
を
産
す
る
暦
準
は

現
在
の
状
勢
に
で
は
鮮
新
暦
に
し
て
各
産
額
の

約
八
割
五
分
を
占
め
p
就
中
.
上
部
に
普

る
ラ

ペ
ソ

チ
リ
､
デ

ユ
,b
ヤ
ン
の
暦
系
最
も
多

-
衣

櫨
の
五
割
に
骨

-
､
衣
で
下
部
の
メ
オ
チ
ャ
ン

前
納
地
鉱
車
把
嬰



地

域

鰐

八
巻

節

叫
駈

六
山
ハ

六
六

が
同
額
で
あ
る
｡

次
に
地
膚
の
分
布
を
見
句

に

'
其
の
分
布
は
大
略
カ
ル
パ

シ

ャ
ン

山
脈
の
地
形
の
分

国
kこ
致
し
て
居
る
O
即
ち

カ
ル
パ
シ
ャ
山
脈
は
地
形
に

よ

り
カ
γ
バ
シ
ャ
､
準
カ
ル
パ

シ

ャ
(
S
u
b
･ca-
path
ia
nz

.
.

n
e
)
叉
は
麓
丘
地
帯
(fj
t･

h
ills)
及
び
高
原
或
は
平
原

(
S
arm
atian
p
lateau
&

D
an
ub
か
p

lains)
の
三
帯
に
別
か
た
れ
て
あ
る
0
そ
し
てT

此
の
三
雅
の
境
碁
は
大
略
地
質
分
布
の
境
界
に

一
致
し
て
居
る
｡

カ
ル
メ
,b
ヤ
葦
の
中
心
は
中
生
暦
並
に
iiI配
の
静

質
岩
及
び
水
成
山局
数
か
ら
成
･C1.
其
の
外
方
は
自
重
紀
及
び
東
壁
第
三
紀
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
屠
る
.
此
め
白
茎
及

び
古
座
第
三
紀
層
か
ら
成
る
地
帯
を
件
に
フ
ナ

,b
ユ

F
ly
sh
z
o
n
e

背
ビ
抑
ば
れ
て
屠
る
｡
準
カ
.〝
パ
チ
ャ
帯
即
ち

麓
丘
を
形
成
す
る
地
帯
は
主
亡
し
て
新
生
第
三
紀
層
か
ら
出
来
て
居
る
Q
最
後
の
中
原
は
主
と
し
て
鮮
新
暦
よ
b
T

成

･cl竜

〝
ダ
ビ
ヤ
万
両
の
高
原
は
中
新
期
の
サ
ル

マ
チ
ャ
ン
の
地
神
か
ら
構
成
さ
れ
て
居
る
｡
以
上
の
如
き
牌
係
登

れ
ば
織
田
の
分
布
は
準
平
原
を
圭
だ
し
平
原
及
び
高
原
方
面
に
も
及
び
､
山
地
の
方
面
に
で
は
プ
リ

シニ完
町
に
限
ら

れ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
｡

ル

マ
ニ
ヤ
抑
田
の
地
暦
は
激
甚
な
る
叡
曲
作
風
を
受
け
反
碑
'
催
臥
琴
の
戯
曲
を
も
形
成
L
P
又
多
数
の
断
暦
を

仲
ひ
頗
る
複
雑
な
る
構
造
堅

不
し
て
居
る
｡
此
の
外
.
最
も
珍
ら
し
き
現
象
は
岩
盤
が
背
斜
の
軸
線
又
は
断
膚
線
に

滑
ひ
岩
脈

(dyke)状
に
存
在
し
て
屠
る
こ
亡
で
あ
る
O
L
の
背
斜
軸
線
に
沿
ふ
て
存
在
耳

を

む

の
は
.ア
メ
タ
′丸
酪
樺

油
田
の
鰻
丘

Sal
t

d
o

m
e
に
封
し
て
鰻
背
斜

SaLtIautictin
e
ビ
種
す
べ
.R
U
も
の
で
あ
る

｡此
の
外
､
圃
丘
及
び

岩
栓

P
iu
g
状
の
岩
盛
も
あ
る
･0

此
の
岩
盤
の
出
現
の
現
象
に
放
て
は
此
の
方
面
を
研
究
せ
る
多
-
の
地
質
聾
者
に



由
て
､
下
部
に
布
衣
せ
笥
岩
厳
が
高
魔
の
下
にこ
可
塑
性

Pi邑
ic
EL･1
-
P
地
層
構
造
の
弱
線
に
滑
ふ
て
沈
入
I
n
-

tr
u

tc
ゼ
る
も
の
だ
解

さ
れ
て
屠
る
｡
而
し
て
此
の
岩
塩
は
中
部
期
の
サ
ル
フ

エ

ソ中
の
も
の
だ
解
さ
れ
て
屠
る
0

又
.

此
の
岩
魔
存
在
に
件
ふ
て
地
暦
に
特
種
の
形
態
が
生
じ
て
屠
る
｡
を
は
岩
野

i
接
す
る
部
分
の
地
層
は
敦
も
急

激
に
傾
斜
L
P
岩
蛙
を
遠
ざ
か
る
に
従

っ
て
忠
心
傾
斜
9
度
忍
滅
す
る
如
き
も

の
で
あ
る
｡
こ
の
地
層
の
形
状
を

ル

二

言

の
有
名
な
る
地
質
学
者

ム
ラ
ゼ
ヅ
ク
教
授
P

r

o
f･L
･M
razec
は
ダ
イ
ヤ
豆

γ

D
iap
ir
m
qn
n
er
の
形
態
だ
命

名
七
光
｡
此
の
形
態
は
要
す
る
に
比
較
的
監
硬
L･炭

層
が
比
較
的
柔
軟
な
旋
暦
中
に
衝
き
人
ら
た
る
際
に
鐘
ず
る
現
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石
州
的
聖
戦
批
評

象
ビ
解
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
ア
メ
リ

カ
ーの
沿
岸
油

田に
於
で

も
磯
丘
の
周
問
の
地
層
の
構
造
も
ダ
イ
ヤ
ピ
ル
で
あ
.ち
.
上
述
の

加
-
本
油
即
の
地
質
構
造
は
複
雑
で
あ
rTQ
故
'
石
油
の
鉱
床
も
多

種
多
様
で
あ
る
｡
普
迫
の
背
斜
の
項
部
に
構
成
さ
る
ゝ
も
の
あ

わ

ガ

ル
ダ

ニ
1
(出
o
r
d
en
i)
ゐ

如
き
が
免
れ
で
あ
る
｡

抑
揚
あ
る
単
科
暦

F
lu
ted
m
on
o
ciin
.e
-上
に
構
成
さ
る
ゝ
も

の
あ

-
カ

リ
ネ
イ

C
,arin
ei
油
田
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
｡

ブ

ス
チ

ナ
リ
及
び

､
テ
レ
ガ

T
eleb｡a
抽
出
の
如
-
申
新
暦
中
に
触
曲
せ

る
漸
新
暦
の
街
入
あ
-
p
其
の
漸
新
暦
の
背
斜
に
集
積
せ
る
石
肋

を
稼
行
せ
る
も
の
も
あ
る
.
ク

y
ピ
ナ
油
田
の
騎
虎
は
断
簡
線
に

並
か
-
激
し
-
擁
曲
せ
る
部
分
に
構
成
さ
れ
て
あ
る
｡

巧

レ

エ
イ

票

六
七



1
1

球

節

八
番

節
W舵

天

六
八

パ
イ
コ
イ
等
の
油
朋
は
岩
塩

の
沈
入
を
件
ふ
背
斜
構
造
.Ti
L
で
石
軸
は
岩
酪
脈
を
爽
ん
で
両
側
に
ダ
イ
ヤ
ピ
ル
型
に

傾
斜
す
る
地
暦
中
る
基
耕
さ
れ
て
屠
る
｡

貯
溜
岩
は
凡
て
柔
軟
な
る
砂
暦
で
あ
る
｡

ポ

ー

ラ

ン

ド

油

田

ポ
ー
ラ
ン
ド
油
田
の
地
形
及
地
異
の
分
布
は
ル

マ
ニ
ヤ
ビ
は
稗
々
趣
を
輿
に
L
て
居
も
.

カ
〝
パ

シ
ャ
帯
は
白
畢

配
及
古
生
第
三
紀
の
地
層
か
ら
成

-
.
準
カ
ル

パ
シ
ャ
尊
は
甚

だ狭
隆
だ
な

ら
'
カ
ル

パ
シ
ャ
尊
ビ
同
じ
-
菅
生
筋

三
紀
暦
か
ら
構
成
さ
れ
て
屠
る

｡
平
原
地
昔
に
は
新
庄
第
三
紀
轡
よ
り
成
る
も
其
の
大
部
分
は
第
四
期
の
地
層
を
以

て
葡
ほ
れ
て
屠
る
｡

主
要
な
る
産
油
暦
準
は
漸
新
暦
の
下
部
及
び
飴
新
静
の
上
部
に
し
て
自
軍
紀
暦
の
上
部
も
相
静
に
石
油
を
産
出
す

ち
.
中
新
暦
は
産
油
t･･bき
も
暦
中
の
裂
院
中
に
オ
ゾ
ケ
ラ
イ
ト

0
20k
cr
ite
だ
桐
す
る
鼎
褐
色
の
で
フ
ヒ
ソ
横
の
物

パ
ラ
ビ
ン

質
を
多
量
に
含
蓄
し
て
居
る
｡
此
の
物
質
は

右

腹

の
礎
焼
物
だ
考
ら
れ
､
地
臓
ビ
琴
さ
れ
て
屠
る
0
漸
新
暦
の
上
部

濁
多
少
の
石
油
を
産
出
す
る
｡

:.
油
層
の
関
係
が
着
の
如
-
な
る
を
以
て
ガ
リ
シ
ャ
油
田
の
分
布
は
カ
ル
パ
.y
ヤ
及
準
カ
ル
パ
rh

ヤ
で
あ
る
.

本
沖
田
の
産
油
暦
の
暦
序
を
垂
不
す
れ
ば
表
の
如
-
で
あ
る
｡



此
の
内
'
下
部
飴
新
暦
に
散
見
す

る
象
形
草
砂
岩

hieroglyp
h
ic
S
andstoIle
七
は
砂
岩
の
成
野
面
に

]
種

'
凹
凸
の
横
様
を
有
す
る
も
の
に
し
て
'
木
浦

田
地
方
に
て
は
盛
れ
が
存
在
に
由
り
反
晒
せ
る
岩
石

の
上
下
を
判
別
す
る
に
利
用
し
て
居
る
｡

ポ
ー
ラ
ン

ド
油
田
の
地
質
構
造
は
ル
ヤ
ニ
ヤ
油
田

の
夫
れ
ビ
同
様
に
極
め
て
激
甚
な
る
摺
曲
を
受
け
極

珊
な
る
反
晒
横
臥
構
造
を
形
成
し
.
且
つ
多
数
の
断

層
を
伴
ひ
､
極
め
て
複
雑
な
る
構
造
で
あ
る
.
錬
床

も
構
造
の
複
雑
な
る
如
-
'
種

々
.な
る
構
造
の
上
に

成
生
せ
る
こ
ビ
ル
巾二
)
ヤ
油
E=
ビ
同
塵
で
あ
る
｡
但

し
本
油
田
に
は
岩
盤
に
由
る
構
造
は
'
こ
れ
を
聴
見

し
な
い
｡
本
油
田
申
第

1
の
大
油
田
が
-
ス
ラ
ク

ー

タ
ス
ク
ノ
ブ
イ
ス
は

一
種
の
反
輯
構
造
で
あ
る
｡
地

表
近
-
は
下
部
申
新
暦
及
び
上
部
漸
新
の
ド
ブ

p
タ

ワ

ー
瀞
か
ら
成

b
C
ド
プ

ロ
タ
ワ

ー
暦
中
の
に
在

る

多
数
の
醇
隙
は
多
畳
の
地
腹
に
依

り
充
填
さ
れ
て
唐

石
油
地
質
蝉
枇
射



図両柳田ilh･)ロ ス ')肘

解

八
巻

節

7

舘

岩

七
〇

る
此
の
地
場
は
難
航
に
由
-
採
集
さ
れ
て
居
る
｡

石
油
は
珪
贋
貰
岩

即
ち
メ
こ
j
ィ
J･
int,I;n
ilite
多
き
中
部
漸
新
暦
を
通
過
し
て
下
部
漸

新
の
ポ
リ
で
ブ
タ
砂
岩
暦
に
含
著
さ
れ
屠
る
｡
ポ
リ
ス
ラ
ク
抽
岩
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
油
田
の
主
要
産
油
管
で
あ
る
｡

本
納
田
の
貯
溜
岩
は
凡
て
砂
暦
及
び
砂
岩
で
あ
る
｡

4.

棚
蘭
閏
p
ア
ル
サ
ー
ス
池
田

位
置
､
滑
革
及
澄
東

本
油
田
は
ア
γ
サ

ー
ス
州
の
首
都

ス
ト
ラ

ス
プ

ー
ル
の
北
方
.
二
五
哩
の
ベ
ッ
セ
ル
ブ

p
y

P
echeibron
n
油

田
を
中
心
ビ
せ
る
延
長
約
南
北
に
十
哩
､
申
最
も
寧

ざ
部
分
に
て
二
廃

車
に
過
ぎ
ざ
る
狭
長
の
小
油
田
で
あ
る
0
膚

頓
は
甚

だ多
か
ら
ず
､

油
田
ビ
し
て
は
小
規
模
の
も
の
に
過
ぎ

ざ
る
も
P
所
謂

『
坑
道
堀
』

S
h
aft

and
galieriq

m
e
t
h

o
d

を
賓
行
せ
る
執
田
だ
し
て
有
名
な
る
だ
其
の
銃
床
が
他
･fJ
精
々
趣
を
異
に
せ
る
ど
な
以
て
樽
に
富
に
紹
介

す
る
こ
軍
ゝ

し
た
｡

本
油
田
の
石
油
兆
候
の
存
在
ほ
お
-
よ
-
知
ら
れ
'
既
に
十
八
低
配
の
申
栗
に
は
手
掘
旗
に
て
石
軌
の
採
収
を
開

始
も
て
軍
だ
｡.
そ
の
後
.
十
九
世
紀
の
始
め
よ
-
手
堀
井
よ
-
納
骨
中
に
坑
道
を
開
盤
L
石
油
の
集
注
に
便
な
ら
L

b
る
こ
と
を
密
行
L
凍
っ
た
｡
此
の
方
法
は
他
の
油
凹
の
如
-
坑
井
を
掘
峯
し
坑
底
に
集
控
す
る
石
油
を
吸
取
す
る

も
の
ど
は
金
-
趣
を
異
に
し
七
屠
る
.｡
こ
れ
'
今
日
の
坑
道
堀
の
濫
鰭
で
あ
る
.
熱
か
る
に

一
八
八
六
年
頃
､
油
管

の
限
鼎
を
知
る
角
め
に
開
掘
さ
れ
だ
る
試
錐
井
が
偶
然
に
も
其
の
他
暦
の
下
位
に
潜
り
豊
富
な
る
油
暦
に
蓬
著
し
多



魔
の
石
軸
の
洗
損
を
見
る
に
至
っ
た
｡
こ
れ
が
馬
め
木
酢
相
も
他
の
油
田
だ
同
様
､
坑
井
に
由
る
石
油
採
掘
ビ
B･th
.

7
八
八
八
年
以
後
本
油
田
に
於
て
も
坑
道
掘
石
油
採
掘
法
は
金
-
麿
止
さ
る
～
に
至
っ
た
｡

叩

本
油
田
の
産
軸
は
甚
だ
少
な
-
坑
濫
掘
時
代
に
は
年
度
三
〇
､

0
0
0
帽
以
上
た
り
し
こ
だ
な
-
､
坑
井
掘
ど
な

も
て
も
二
四
〇
㌧
0
0
0
曙
以
上
に
達
し
た
る
こ
と
は
な
い
.
偶
々
歓
洲
大
戦
中
.
澗
泡
は
石
油
の
窮
乏
に
苦

し
み

た
る
結
果
､
本
朝
m
iiこ
於
で
骨
で
行
は
れ
た
る
坑
濫
掘
に
就
て
研
究
中
な
ゎ
し
シ
ャ

ン
ブ

リ

エ

ー
Paul
d
e
ch
am
･

b
ri.er
の
設
計
を
用
ゐ
､
再
び
坑
道
派
を
賓
行
す
る
,_)
ビ
ゝ
な
っ
た
J

即
ち

t
九

二
ハ
年
以
後
､
本
油
田
に
は
坑
井

及
び
坑
道
掘
の
二
つ
の
方
式
が
同
時
に
行
は
れ
る
こ
E
に
な
っ
た
｡

坑
道
掘
E
は
堅
坑

S
haft
に
由
も
貯
溜
岩
に
到
着
し
.
党
に
貯
溜
岩
内
に
炭
坑
の
坑
道
等
ビ
同
櫨
に
坂
道

G
are11y

を
開
生
し
石
油
の
排
出
を

1
暦
自
由
な
ら
し
め
､
坑
井
の
助
穴
B
ore
h
oie
中
に
集
注
す
る
.よ
-
も
多
量
の
石
油
を

得
ん
だ
企
つ
る
方
法
で
あ
る
｡
然
か
れ
維
此
の
方
旗
は
坑
井
の
方
故
よ
り
温
か
に
多
額
の
費
用
を
要
も
且
つ
亦
人
間

自
身
石
油
及
亮
期
の
含
蓄
さ
る
ゝ
貯
溜
岩
中
に
入
ら

ず
る
ペ
か
ら

ざ
る
を
似
て
危
険
多
き
を
以
て
容
易
i
.賓
行
濡
れ

な
い
も
の
で
あ
る
.
此
の
方
法
は

一
九

l
八
年
ブ
ル
サ

ー
.ス
州
が
梯
蘭
酉
闇
に
同
駿
さ
れ
た
る
後
も
最
初
の
設
計
者

ジ
ャ

ン
プ

ク
エ
ー
が
引
き
頂
き
従
事
し
て
p
今
月
七
放
て
は
種
々
の
鮎
に
改
善
進
歩
を
見
て
居
る
｡

山
九
二
四
年
の
産
額
は
､
四
二
六
､

〇
〇
Q
帽
で
､
最
初
よ
り
の
麿
額
怯
p
二
p
七
六
七
.

〇
〇
〇
曙
で
あ
る
､

抽
質
は
ボ
ー
メ
二
七
度
乃
至

二
〇
度
に
し
て
.パ
ラ
ピ
ン
系
の
も
の
腐
泥
す
る
も
ア
ス
ハ
ル
薫
の
も
の
が
多
い
?

地
質
及
鋳
床

ア
ル
ナ

ー
ス
附
敗
の
ラ
イ
ン
R
h
ein
河
の
低
地
は

一
の
断
層
地
溝
に
し
て
､
充
に
一は
Irb
ワ

ル
ツ
ク

ル
ド

Schw
a
r
2W
a
ld
山
脈
.
西
に
は
ブ
オ
ー
ヂ

V
ar
gSs山
脈
が
封
締
約
に
走
っ
て
居
る
O
比
の
両
川
艦
は
中
生
腎

FW･

石
油
地
質
準
枇
礎

望

七

1
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弟
入
谷

第

7
班

七
二

窒

七
二

及
花
園
岩
頻
か
ら
構
成
さ
る
ゝ
も
ー
地
溝
の
底
地

には
筋
三
紀
暦
が
敬
達

し
.て
屠
る
｡
其
の
第
三
紀
層
の
時
代
は
漸
新
暦
の
中
部
及
上
部
で
ゐ
み
.
･

主
だ
し
て
貫
岩
よ
-
成
-
.
こ
れ
に
少
量
の
砂
暦
磯
暦
及
び
石
次
岩
の
滞

暦
を
爽
ん
で
居
る
｡
厚
さ
は
ラ
イ
ン
の
中
央
に
於
三

1､

0
0
0
米
巽
だ

算
定
さ
れ
て
あ
る
｡
石
油
は
頁
岩
中
に
介
在
す
る
薄
き
砂
居
中
に
塾
荏
し

稼
行
に
堪
ゆ
る
も
の
は
各
層
の
下
部
に
近
か
-
約
十
五
暦
あ
る
0

着
の
第
三
紀
層
は
蚤
-
摺
曲
作
用
を
受
け
ず
p
多
数
の
交
差
断
暦
に
依

り
大
小
多
数
の
陸
塊

B
loek
に
分
別
さ
れ
.
或
時
は
上
身
し
.
或
時
は
下

降
せ
る
如
き
構
造
で
あ
る
｡
抽
田
地

附

近
に
で
は

一
般
層
向
は
北
三
〇
度

兼
に
し
て
､
層
向
断
層
も
大
略

こ
れ
ォ二

致
し
て
居
る
｡
傾
斜
は
陸
魂
に
由
･n
異
な
る
も

7
殻
に
段
に
し

て
五
度
乃
至
七
度
位
で
あ
る
｡
石
油
は
陸
塊
中
の
傾
斜
の
高
所
に
集
積
し

断
層
線
に
達
し
て
停
止
し
､
同
時
に
親
水
は
反
射
の
行
動
を
凝
れ
る
を
潜

通
わ
状
態
ビ
す
る
T｡
乗
れ
故
､
油
肘
の
分
布
は
断
府
税
の
方
向
三

致
し

て
居
る
｡
要
す
る
に
本
油
日
の
鋸
床
は
極
め
て
綬
渡
に
南
東
に
傾
斜
せ
る

油
層
が
.
交
差
断
層
に
由
り
多
数
の
陸
塊
に
分
か
た
れ
.
.髭
に
陸
塊
中
に

於
で
各
別
に
鉱
床
を
形
成
せ
る
如
き
特
種
の
鳥
の
で
あ
る
Q

園田Ⅰ斯ソロプ Jlも 夕 べ


